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小さな林業の共同体
―地域密着型林業プラットフォームの提案―
Community of the small forestry
based forestry Platform
平城聡太
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主査　赤松佳珠子　　　副査　岩佐明彦
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
Japan is the world eminent forest country where 67% of the country were covered by the forest. Up to the 
present , the people lived while receiving the benefit of the forest and built the culture of the tree. But there 
is a big problem with the country of this forest.In this design, I investigate wood and a relationship, the wood 
of the town and the relationship of the person by focusing on small forestry.
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日本は国土の 67% が森林に覆われた世界有数の森林
国である。現代に至るまで、人々は森の恩恵を受けな
がら生活し、木の文化を築いてきた。ただ、この森の
国にも大きな問題がある。戦後の大量需給を機に、日
本では大規模な植林計画を行ってきた。それと、同時
期に木材の輸入自由化が始まりコスト競争が始まると
瞬く間に、日本の林業は衰退してしまった。森には、
7 兆円以上の資産価値が眠っているとされているがそ
のほとんどを活かしきれていないのが実情である。本
稿では、現代の多くの割合を占める個人小規模森林所
有者と小規模木材製材所に焦点を当てることで、　か
つてあった木材文化の復活と継承の場を考える。
(1) 産業構造自体が 1 世紀以上まえの構造と変わって
いないため、現行のまままの林業の発展は難しいこと
が調査の中でわかった。元請け・下請けの体制が出来
上がってしまっており、小規模な林業は介入できない
状況になっている。
さらに、日本の小規模林業の割合を見た際に、10ha
未満の林業者の割合は、85% 以上を占めることから、
未来の林業を考える上で、小規模林業者を考えること
が必要である。
奥多摩町の面積は 225.53km2 であり、東京都全体の
10 分の 1 ほどに相当する。その 93.8％が山林で、う
ち 5 割弱がスギ・ヒノキの人工林。 残りの山林もか
つては薪炭林として使われたいわゆる里山の二次林が
多くを占める。かつては、多摩川の水運を通じ、林業・
林産物を中心に、多摩西部の村々と江戸の町は、人と
物との交流が盛んに行われていた。江戸城の多くの部
材は、奥多摩から切り出された木材の多くを使われて
いたという。この歴史的背景から都市と里山は、古く
は密接に関係し合っていたと考える。また、林業的統
計に注目すると、国勢調査の結果では、昭和 35 年に
は 2,000 人を超えていた林業従事者は平成 17 年には
203 人と激減していることが分かった。
1. 設計背景 3. 奥多摩林業の抱える 3 つの問題点
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(2) かつて栄えた林業の低迷から街全体の高齢化・過
疎化が進んでおり木材文化を継承するための場所・伝
える場が存在しないことが、問題となっている。
　しかしながら、森林所有者や林業経営者の意向は、
経営規模を大きくしたいなどの意見も多く、伝える場
や継承する場の構想が必要であると考える。
(3) 個々に孤立し消えがかっている林家と木材加工場
が問題となっている。
かつてあった、林業の活気は薄れ、個人経営が多くを
占める林業は、お互いに孤立しやがて地域との接点も
失いつつある状況にある。
小規模林業を考えるなかで、林家同士の接続点・地域
との接続点を考える必要がありのではないか。
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4. 奥多摩林業を救う 3 つの提案
(1) 林業の共同運営化
海外産が参入している中で、今後は林業者間の競争より
も協力が必要になってくると考える。協力し、あうこと
で木材の有効活用率をあげ、個々の経営状況を改善する
ことを狙う。
(2) 林業の 6 次産業化
これまでのように林業者が、伐採などの生産のみの現場
に関わるのではなく、運搬から商いまで幅広く関わると
共に林業を木材を通して、伝える場を構想する。
地域の方や観光客が「木作り」に参加することで新たな
付加価値をつけていく。
 具体的には、地域に開かれた「木育教室」や害獣駆除
団体から貰い受けたジビエを使った「ジビエ料理」など
木材を通した地域活性化を狙う。
高齢化率と一次産業従事者の割合
奥多摩らしさ（地域性とは）…そこにあるものを使っ　てつくる。あるものを使いながら、ないものを作っていく。（石灰工場・林業・農業）資源や流通に恵まれなかった奥多摩だからできること
奥多摩の林業と他地域（広島・青森）の林業の違い
・他地域と比較し、勾配が急なことから運搬コストがかかり一般的な国産材よりも価格が高騰してしまう傾向にある。
・他地域と比較し、所有が細かく分かれてしまっている。林道の形成が滞ってしまっている。
林業に置き換えた時ある木材を惜しみなく使う（立体的な環境の循環）
家具材として利用
 紙・パルプ材として利用
木質パレットとして利用
木材として利用
人口流入＞人口流出
奥多摩にあるものを建築化し木材の居場所を作っていく
空間とシステムが
　　　　　　
連動しあう建築を作る。
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線路に沿った線形地帯にすることで、
木材の製造過程を訪れる人に見てもらう。
平地の少ない奥多摩の場所の広場としての活用も考える。
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木材の基準点を、奥多摩の中心に作っていく。
奥多摩にあるもの（マテリアル）
だけでなく、それらが作ってきた
風景も取り込む。
1900 年代に作られた石垣の風景 ダム建設時に作られたドラム缶橋 使い古されたドラム缶 ジビエ料理も点在している 流入が増え続ける一因になっている空き家バンク
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4. 奥多摩林業を救う 3 つの提案
(3) 林業を核とした地域との結節点
かつてのように、一極集中の産業構造ではなく、地域密
着型の産業構造提案する。そうすることで、林業が地域
と結節点を持ちはじめ地域の核として存在する。
具体的には、端材を使った共同キッチンや林業ボラン
ティアを行って入る林券の収入、木屑やゴミをエネル
ギー変換として用いる電力インフラなど木を通じて木材
の結節点をつくる。
これまでの林業
これからの林業
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奥多摩には、古来から地域に存在するものをつかいなが
ら建築化・土木化してきた痕跡が見られた。
そこで、奥多摩の風景を使いながら建築化していく。
6. 図版
木材加工場木材加工場
職人住戸職人住戸
断面図 1
断面図 2
断面図 3
本稿では、奥多摩の林業を通して街としての産業
のあり方を再考した。大量消費・大量生産型では
なく、地域に根付いた小さなコミュニティーの共
同体によって林業は活性化し、再び林業は循環に
乗ることができるのではないかと考えた。　
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